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１連結決算について 経営成績

当期 前期比 対前期比

売上高 18,138 ▲ 320 ▲ 1.7%

営業利益 220 ▲ 145 ▲ 39.7%

経常利益 172 ▲ 92 ▲ 34.8%

当期純利益 ▲ 51 ▲ 139 -

単位：億円



連結決算について 経営成績
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３連結決算について 財政状況

単位：億円

当期末 前期末比

総資産 12,421 ▲ 778

株主資本 1,943 165

株主資本比率 15.6% 2.1%

有利子負債 5,486 ▲ 620

有利子負債比率 44.2% ▲ 2.1%



４連結決算について キャッシュフロー

当期 前期比

営業活動によるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ 766 178

投資活動によるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ ▲ 139 ▲ 413

財務活動によるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ ▲ 885 ▲ 13

期末のｷｬｯｼｭ残高 739 ▲ 238

単位：億円



連結決算について 連結の範囲

前期 増 減 当期

連結子会社 20 6 2 24

持分法適用の子会社 12 0 3 9

持分法適用の関連会社 3 0 0 3

単位 ：社

販売子会社株式の売却及び清算

清算及び合併によるもの

５



６連結決算について 営業利益１４５億円減益の要因

当期 前期比 単独 連結会社

売上高 18,138 ▲ 320 ▲ 424 104

売上原価 16,594 ▲ 53 ▲ 197 144

販管費 1,323 ▲ 122 ▲ 60 ▲ 62

営業利益 220 ▲ 145 ▲ 168 23

単位：億円

連結会社増益（２３億円）の主な要因

●コスモ石油サービス １８億円
●その他 ５億円



当期 前期比 単独 連結会社

営業利益 220 ▲ 145 ▲ 168 23

営業外損益 ▲ 47 53 79 ▲ 26

経常利益 172 ▲ 92 ▲ 89 ▲ 3

７連結決算について 経常利益９２億円減益の要因

単位：億円

営業外損益改善（５３億円）の主な要因

●金融収支 ４２億円
●為替差益 １０億円
●雑損益他 １億円

連結会社減益（３億円）の主な要因

●コスモ石油サービス １２億円
●コスモ石油ガス ６億円
●アブダビ石油 ▲２１億円



当期 前期比 単独 連結会社

経常利益 172 ▲ 92 ▲ 89 ▲ 3

特別損益 ▲ 191 ▲ 151 ▲ 165 14

当期純利益 ▲ 51 ▲ 139 ▲ 150 11

８連結決算について 当期純利益１３９億円減益の要因

単位：億円

連結会社増益（１１億円）の主な要因

●アブダビ石油 １０億円
●コスモ石油サービス １１億円
●持分法適用会社他 ▲１０億円



９連結決算について 総資産の増減

単位：億円

当期末 前期末比

総資産 12,421 ▲ 778

資産総額、負債・資本総額 ７７８億円減少の要因

●手元資金の圧縮 ▲２５６億円
●Ｂ／Ｓのスリム化 ▲３７７億円

小計 ▲６３３億円

●投資有価証券の評価損益 ▲１３３億円
●棚卸資産（総平均在庫の影響） ▲９１億円
●土地再評価による含み益 ３８４億円
●売掛債権の減少、他 ▲３０５億円

合計 ▲７７８億円

返済返済
のの
原資に原資に



１０連結決算について 有利子負債の削減

返済の原資返済の原資 ８１４億円８１４億円 確保確保

●手元資金の圧縮 ２５６億円
●Ｂ／Ｓのスリム化 ３７７億円
売掛債権流動化 ２１４億円
有価証券売却 ６４億円
固定資産売却、他 ９９億円

小計 ６３３億円６３３億円
＋

●営業活動によるキャッシュフローから １８１億円１８１億円

Ｂ／Ｓ上の有利子負債削減Ｂ／Ｓ上の有利子負債削減 ６２０億円６２０億円
新規連結会社分新規連結会社分 １９４億円１９４億円

実質の有利子負債の返済実質の有利子負債の返済 ８１４億円８１４億円



当期 前期末比

営業活動によるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ 766 178

投資活動によるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ ▲ 139 ▲ 413

財務活動によるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ ▲ 885 ▲ 13

期末のｷｬｯｼｭ残高 739 ▲ 238

１１連結決算について キャッシュフロー

単位：億円

営業活動によるキャッシュフロー
●営業利益 ２２０億円
●減価償却費 ２３４億円
●売掛債権の流動化 ２１４億円

財務活動によるキャッシュフロー
●長・短借入金の返済 ▲８１４億円

投資活動によるキャッシュフロー
●固定資産の取得・売却 ▲１６６億円
●有価証券の取得・売却 ４１億円



１２単独決算について 経営成績

単位：億円

配当 年間 ６円を継続

当期 前期比 対前期比

売上高 15,634 ▲ 424 ▲ 2.6%

営業利益 66 ▲ 168 ▲ 71.7%

経常利益 40 ▲ 89 ▲ 68.7%

当期純利益 ▲ 97 ▲ 150 -
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１４単独決算について 財政状態

当期末 前期末比

総資産 10,927 ▲ 1,050

株主資本 1,682 ▲ 30

株主資本比率 15.4% 1.1%

有利子負債 4,850 ▲ 631

有利子負債比率 44.4% ▲1.4%

単位：億円



１５単独決算について 営業利益１６８億円減益の要因①

単位：億円

当期 前期比

売上高 15,634 ▲ 424

売上原価 14,662 ▲ 197

販管費 905 ▲ 60

営業利益 66 ▲ 168

売上高４２４億円減の主な要因

●原油価格の下落に伴う販売価格の下落 ▲５０５億円
２４，７８０円／ＫＬ ▲１，１４０円／ＫＬ

●販売数量の減少 ▲２２０億円
総販売数量 ４３，４４６千ＫＬ ▲８７８千ＫＬ 前期比 ９８．０％

内需燃料油 ２９，５８２千ＫＬ ▲９５１千ＫＬ 前期比 ９６．９％

●バーターなどの揮発油税売上の増加 ３０１億円



１６単独決算について 営業利益１６８億円減益の要因②

単位：億円

当期 前期比

売上高 15,634 ▲ 424

売上原価 14,662 ▲ 197

販管費 905 ▲ 60

営業利益 66 ▲ 168

●販管費の減少 「価値創造２１」における合理化 ▲６０億円



１７単独決算について 経常利益８９億円減益の要因

単位：億円

当期 前期比

営業利益 66 ▲ 168

営業外損益 ▲ 25 79

経常利益 40 ▲ 89

特別損益 ▲ 206 ▲ 165

当期純利益 ▲ 97 ▲ 150

営業外損益７９億円改善の主な要因

●金融収支の改善 ６１億円
有利子負債削減による支払い利息の減少
及び関係会社配当金の増加

●為替差額 ４億円
●その他営業外損益 １４億円

●株式市場の低迷に伴う投資有価証券評価損の計上など ▲１５２億円



１８

０

２３４

１００

２００

３００

単位：億円
４００

２９４

２１

７０
１５１

９０

１３８

６６

単独決算について 営業利益１６８億円減益の要因分析①

００年度
営業利益

①
「価値創造
２１」効果

②
市況悪化

③
マス販売
数量減他

④
当期の
総平均法
による
在庫評価
の影響

⑤
前期の
棚卸資産評
価方法変更
によるプラス
の影響

０１年度
営業利益

原油・製品
受入ベース
での
営業利益

実質改善額 ６０



単独決算について 営業利益１６８億円減益の要因分析② １９

①「価値創造２１」効果１５１億円の内訳

「価値創造」 ８１億円 「合理化」 ７０億円

供給部門 ２１億円 １０億円
（内日石三菱との提携効果３億円）

販売部門 ６０億円 １０億円
物流部門 － ４０億円

（内日石三菱との提携効果１２億円）

管理部門 － １０億円

管理部門
10億円
10%

物流部門
40億円
25%

販売部門
70 億円
45%

供給部門
31億円
20%



単独決算について 営業利益１６８億円減益の要因分析③ ２０

②市況の影響 ▲７０億円の内容

●ガソリン・灯油を中心に市況悪化 ▲８０億円
●産業用油種のタイムラグ改善 １０億円

③需要減退によるマス販売数量の減少など ▲２１億円

①～③より 原油・製品の受入ベースでは６０億円の改善

前期比

ガソリン 100.9%

灯油 91.3%

軽油 97.4%

Ａ重油 96.1%

マス４品 97.1%

前期比

内需燃料油 96.9%

④当期における、総平均法による在庫評価の影響 ▲９０億円

⑤前期の、棚卸資産評価方法変更による利益増加要因 ▲１３８億円

①～⑤より 営業利益 １６８億円減益



①原油価格（ＤＢ ＦＯＢ） ２４．０＄／ＢＢＬ
②為替レート １３０円／＄
③販売数量（内需燃料油） ９７．６％（通期）
④「価値創造２１」効果 １７５億円／年

２１単独決算について ２００２年度業績予想－１

単位：億円

中間期 通期

売上高 7,800 16,300

営業利益 90 270

経常利益 50 200

当期純利益 30 110

前提

通期
●配当 ６円
●一株あたり当期純利益 １７円４１銭
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単独決算について ２００２年度業績予想－２

９０

９０

０１年度
営業利益

①
当期の
在庫評価
の影響

④
市況悪化の
影響他

０２年度
営業利益

③
「価値創造
２１」効果②

前期の
在庫評価
の影響

実質改善額 ２４



単独決算について ２００２年度業績予想－３ ２３

●「価値創造２１」効果１７５億円の内訳

数字はﾀﾞﾐｰ

「価値創造」 １３３億円 「合理化」 ４２億円

供給部門 ２６億円 ２３億円
販売部門 １０７億円 ９億円
物流部門 － ４億円
管理部門 － ６億円

管理部門
6億円
3%

物流部門
4億円
2%

販売部門
116 億円
65%

供給部門
49億円
30%



２４連結決算について ２００２年度業績予想

単位：億円

中間期 通期

売上高 9,200 18,800

営業利益 130 390

経常利益 70 300

当期純利益 30 140



補足資料集－１ 販売および原油の状況 ２５

販売の状況

当期 前期比 対前期比

総販売数量 千ＫＬ 43,446 ▲ 878 98.0%

内需燃料油 千ＫＬ 29,582 ▲ 951 96.9%

   内 マス数量 千ＫＬ 18,841 ▲ 566 97.1%

マグナムレシオ 19.7% 0.1% -

原油処理、価格、為替

当期 前期比 対前期比

受入原油代(FOB)$/BBL 22.22 ▲ 4.35 －

為替レート¥/$ 124.06 14.47 －

受入原油代(税込)¥/KL 20,563 ▲ 1,020 －

原油処理量(自工場)千KL 27,251 ▲ 763 99.7%

中間四品得率 48.0% 0.6% -



補足資料集－２ 設備投資・減価償却費 ２６

設備投資・減価償却費（連結）

当期 前期

内部留保 ▲ 89 48

減価償却費 234 247

設備投資 255 171

ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ ▲ 110 124

設備投資・減価償却費（単独）

当期 前期

内部留保 ▲ 135 14

減価償却費 184 189

設備投資 212 102

ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ ▲ 163 101

注：2001年度より設備投資額に無形固定資産・長期前払費用の投資額を含めて表示

※減価償却費・設備投資額の02年度予想については、

データブックのp.5連結及びp.12単独をご覧下さい



補足資料集－３ 人員数・油槽所数推移 ２７

人員数推移 実績

97/3末 98/3末 99/3末 00/3末 01/3末 02/3末

石油 3,395 3,109 2,677 2,048 1,970 1,892

グループ 6,103 5,678 5,256 4,600 4,416 3,978

油槽所数推移 実績

97/3末 98/3末 99/3末 00/3末 01/3末 02/3末

ＤＴ数 61 57 52 45 41 39



補足資料集－４ ＳＳ数推移 ２８

ＳＳ数推移 実績

97/3末 98/3末 99/3末 00/3末 01/3末 02/3末

社有 1,193 1,172 1,105 1,065 1,010 977

自己 5,855 5,614 5,376 5,040 4,769 4,564

合計 7,048 6,786 6,481 6,105 5,779 5,541

上記のうち、セルフＳＳ数

97/3末 98/3末 99/3末 00/3末 01/3末 02/3末

社有 0 0 3 6 16 77

自己 0 0 2 2 7 32

合計 0 0 5 8 23 109


